避難所生活のルール

以下のような場合には、次のようなことを考えながら行動します
１　外泊をする際には・・・
　　外泊届出用紙に記入して、外泊のための手続きを必ずとります。
２　退所する際には・・・

　・　退所のための手続きをとり、退所後の連絡先等を明らかにします。
· また、その他の場合でも名簿の記載事項に変更があった時には速やかに運営本部へ

連絡します。
　・　退所する際には、個人で使用していた居住空間は責任をもって、後片付けを行いま

す。

３　外部から電話をもらいたい場合、郵便物を送ってもらいたい場合は・・・
・　避難所の住所および電話番号を正しく自分の知人に知らせてください。具体的には以下のようにすると良いでしょう。
　　

　住　　所：「沼津市○○町△－△　□□小学校避難所内　第○班　（氏名）宛」というように、宛名に記入するようお願いしてください。

　電話番号：避難所となっている施設の（例：小学校）の代表番号ではなく、避難

所運営本部専用の電話がある場合には、その番号を連絡します。

・　また、宅配便や郵便はトラブルを避けるために、原則として本人以外の受け取りはしないようにします。
４　不審人物（避難所生活者以外の人）を見かけたら・・・
　・　不審な人物を見かけたら、速やかに避難所運営本部へ連絡します。

· また、取材者を避難所内で見かけたら、受付で正式な手続きを受けたかどうか尋ね

ます。

５　物資や食料に関する要望など、行政へ要請したいことがある場合には・・・

　・　各個人が直接、行政（市の災害対策本部）へ要請するのではなく、避難所運営会議で検討し、避難所内の情報担当者（もしくは代表者）を通じて、避難所の要望として要請するようにします。

· 個人で要望がある場合には、居住組の組長を通じて避難所運営本部へ意見を出して

もらいましょう。

６　掲示板へ情報を掲示したり、他の避難者へ伝言を残したい場合には・・・
· 掲示板へは避難者個人が勝手に掲示を行ってはいけません。情報担当者へ情報の提

示をお願いします。
· 掲示板の管理は情報担当者に一任します。みだりに掲示物に記入したり、掲示物を

はがしたりすることのないようにします。
· 他の避難者個人宛へ伝言を残したい場合には、連絡用の伝言ボックスへ伝言を残し

ます。
· 伝言ボックスは、居住組の組別に管理されているので、組長以外の人が中の伝言を

持ち出すことがないようにしましょう。
７　物資・食料を配布する際には・・・

· 物資・食料の配布は原則として平等です。但し、緊急の場合には高齢者や子供など

を優先して配布します。

· 物資・食料ともに、居住組単位で配布を行います。その際には組長及び組の代表者

がまとめて組員の分を取りにいきます。

· 食料の消費期限は厳守し、食料を個人でためこむことはしないでください。

· 物資・食料の利用はその担当者の指示に従い、避難者が勝手に持ち出すことが無い

ようにします。
８　発災直後、物資や食料が足りない場合には・・・

· 避難所から行政へ人数分の物資・食料を要請します。足りない場合には、各避難者

同士で分け合って、できる限り全員行き届くよう心がけます。

　　　また、自宅への立ち入りが可能な場合には、いったん自宅へ戻って、備蓄食料や毛

布などを避難所へ持ち寄りましょう。

９　ゴミを捨てるには・・・

· ゴミを必ず分別し避難所内で定められたゴミ集積所へ集めます。

· 個人のゴミは個人で、また、各共同作業（例：炊き出しなど）で出るゴミは、作業

の担当者の指示に従って集めます。

別紙４








